
令和３年度 京都市予算案 事業概要 

                                    教育委員会事務局 

事務事業名 ＧＩＧＡスクール構想の推進 

予  算  額 741,412 千円 新規・充実・継続の別 新規 

担  当  課 総務部 学校事務支援室（８４１－３５０５） 

指導部 学校指導課（２２２－３８５１） 
［事業実施に至る経過・背景など］ 

国のＧＩＧＡ（Global and Innovation Gateway for All）スクール構想を受け，本市では，

令和２年度末までに小・中・小中・総合支援学校の児童生徒１人１台の端末導入や大型提示

装置，Ｗｅｂカメラ等のＩＣＴ機器の配備と，それらに対応した高速大容量ネットワーク環

境の整備が全校で完了する。 

こうした中，令和３年度を１人１台端末の本格活用元年と位置付け，１人１人の可能性を

広げるための個別最適な学びの実現に向け，教職員による積極的なＩＣＴ機器の活用とスキ

ル向上，さらに学習支援ソフトの導入や，学校・教員への支援体制の構築に取り組むことで，

これまで本市が工夫改善を重ねてきた対面授業を基本とする教育実践と新たなＩＣＴ教育環

境の融合を進め，１人１人の子どもを徹底的に大切にする本市教育実践の一層の充実を図る。 

また，令和２年度に引き続き，臨時休校など緊急時における学習保障のためのオンライン

授業等の体制整備にも取り組む。 

［事業概要］ 

１ 学習支援ソフト等の導入 

 児童生徒が習熟度に応じて演習を行うデジタルドリルや，協働学習・一斉学習の場面で

活用する授業支援ソフト（無償）を導入し１人１人に応じた指導の充実を図る。また，教

員の採点事務を補助するソフトの導入による事務効率化を図る。 

２ ＩＣＴ支援員の配置 

  ＩＣＴ機器の操作や授業計画作成の支援，校内研修などＩＣＴ活用に係る日常的な支援

業務を行うＩＣＴ支援員を配置し，教員負担の軽減を図る。 

３ 教育ネットワーク運用管理機能の強化 

 新たに導入される約10万台の端末の問合せ対応やクラウドサービスの管理運営等，児童

生徒１人１台端末の実現に伴い生じる教職員負担の軽減及び効率的なＩＣＴ運用に向け

て，サポート体制の充実など管理機能の強化を図る。 

４ その他，継続的に必要となる環境整備 

  児童生徒が安全・安心にインターネットを利用するためのフィルタリング対策，ネット

ワーク環境のない世帯における緊急時の通信費公費負担，インターネット回線の高速・大

容量化に伴う回線の増強・分散化などの運用管理を実施するとともに，端末活用について

の教職員研修や校内研究・研修に継続的に取り組む。 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 
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令和３年度 京都市予算案 事業概要 

                                    教育委員会事務局 

事務事業名 「市立学校園における働き方改革」のより一層の推進 

予  算  額 216,000 千円 新規・充実・継続の別 充実 

担  当  課 総務部 教職員人事課（２２２－３７８１） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

教員の長時間勤務の解消と持続可能な学校体制の確立は全国的な課題であり，本市でも，

令和２年４月に教員の時間外勤務を月４５時間・年３６０時間以内とし，具体的な時間外勤

務縮減に向けた取組を盛り込んだ「学校・幼稚園における働き方改革方針」（令和２～６年

度の５年計画）を策定するとともに，校務支援員や部活動指導員の配置拡充による教員負担

の軽減に取り組んできた。 

 一方で，令和３年度には，中学校で新しい学習指導要領が全面実施されるとともに，ＧＩ

ＧＡスクール構想による１人１台ＰＣ端末の利活用をはじめ様々な教育活動が大きな変革期

を迎え，さらには新型コロナウイルス感染症の拡大防止への対応も引き続き必要となる中，

更なる教職員の負担軽減に向けた取組が求められる状況にある。 

こうした下，教員の業務補助を行う校務支援員について，令和２年度途中からの国補助を

活用した緊急的な全校配置を，令和３年度は年度当初から継続し，教員が幅広い自己研鑽を

図りながら創造的な教育活動を進めることができる環境を整備する。 

［事業概要］ 

 

 令和２年度７月補正予算に引き続き，配布物の印刷，授業の準備・片付け，学校行事の

準備，新型コロナウイルス感染症対策の消毒作業等の業務を担う校務支援員の全校園配置

を継続することで，教員の多忙化を解消し子どもと向き合う時間を確保する。 

 

 （配置拡大の状況） 

   平成３０年度 ３６校園配置 

   令和 元年度 ７５校園配置 

   令和 ２年度 １１４校園配置→全校園配置（７月補正） 

   令和 ３年度 全校園配置 

 

（参考）その他の継続事業 

１ 部活動指導員の配置（中学校・高校に１５０名程度配置） 

２ 教務主任補佐の配置（小学校・中学校に８名配置） 

３ 研修支援サポーターの配置（※）（小学校２名，中学校１名配置）  

  （※）若年教員への指導助言等を行う豊かな指導力や経験を有する退職校長等。 

 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 
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令和３年度 京都市予算案 事業概要 

教育委員会事務局 

 

事務事業名 学校増収容対策 

予  算  額 117，860 千円 新規・充実・継続の別 新規 

担  当  課 教育環境整備室 （２２２－３７９６） 
指導部 総合育成支援課（３５２－２２８５） 

［事業実施に至る経過・背景など］ 

 特別支援教育のニーズの高まりにより児童・生徒数が増加傾向にある総合支援学校におい

て，北総合支援学校の分校設置及び西総合支援学校の増築を実施するとともに，近隣区域の

開発により児童数が増加傾向にある七条第三小学校で増改築を実施する。 

［事業概要］ 

１ 北総合支援学校 

平成２５年度に教室棟増築を行い児童生徒数の増加に対応しているが，今後も増加が予

測されることから，北総合支援学校既存校舎の改修（令和２年度２月補正計上）による教

室数確保を行うとともに，元格致小学校を活用した分校整備を実施する。 

   なお，分校では，中京区と下京区の児童生徒を受け入れることにより，北総合支援学

校の増収容対策とともに，東総合支援学校に通う下京区の児童生徒の負担軽減（通学時

間短縮）を図る。 

【平成２６年度２０２人→令和２年度２３８人→令和６年度２９６人見込】 

２ 西総合支援学校 

平成２５年度に教室棟増築を行い児童生徒数の増加に対応しているが，今後も増加が予

測されることから，敷地内への新たな教室棟増築に着手する。 

【平成２６年度２０９人→令和２年度２３９人→令和６年度２９８人見込】 

３ 七条第三小学校 

近年，校区内のマンション建設等による宅地開発の影響により，将来的な児童数の増加

が見込まれるため，敷地内の給食棟解体及び給食室を含む新たな教室棟増築に着手する。 

【令和２年度４５７人→令和６年度５８２人見込】 

 ＜事業スケジュール（予定）＞ 

 北総合 西総合 七条第三小 

令和３年度 既存校舎改修 

分校設計 

基本計画 

設計 

基本計画 

設計 

令和４年度 分校設計 

分校改修工事 

設計 解体工事 

建設工事 

令和５年度 分校改修工事 建設工事 建設工事 

令和６年度 分校開校 建設工事 

供用開始 

供用開始 

あ 

［参 考（他都市の状況・事業効果など）］ 
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